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第1の危機は、開発や乱獲による種の減少・
絶滅、生息・生育地の減少といった生物多様
性への負の影響です。具体的には、鑑賞や商
業利用のための乱獲や過剰な採取のほか、市
街地化や森林伐採、河川改修、沿岸部の埋め
立て、護岸整備、圃場整備等の開発行為に
よって生息・生育環境を改変・破壊すること
等が該当します。

第2の危機は、自然に対する人の働きかけが縮小・撤退することによ
る影響です。エゾシカについては、原生林だった場所が次々と農地に
変わって餌場が増えたこと、天敵だったニホンオオカミが絶滅したこ
と、狩猟を行う人が減少していることで、個体数が爆発的に増加し、
さらには第2の危機が重なってアーバンディアの増加につながっている
と考えられます。このような背景から、北海道ではエゾシカの捕獲頭
数を増やす対策を講じています。

ヒグマについては、平成2年（1990年）に春グマ駆除制度が廃止され、
その後は狩猟者が減少したことにより、生息地のコアエリアにおける
捕獲圧（特にメスに対する捕獲圧）が低下して個体数が増加し、さら
には第2の危機が重なってアーバンベアの増加につながっていると考え
られています。
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第3の危機は、人や物の移動により持ち込まれた外来種や、化学物質等に
よる環境汚染が引き起こす生物多様性への負の影響です。外来種による影
響は、在来種を捕食したり、生息・生育場所を奪ったりすることによる在
来種の減少や、交雑による遺伝的な撹乱等があります。また、ダイオキシ
ンやPCB（ポリ塩化ビフェニル）等の化学物質には動植物への毒性をもつ
ものがあり、生態系に影響を与えています。

ミシシッピアカミミガメ オオハンゴンソウアライグマ

第4の危機は、地球環境の変化によって生じる生物多様性の負の影響です。
広範囲で影響がみられますが、何が直接的な原因となっているのかを特定
するのが難しいという特徴があります。

北海道は「北海道気候変動適応計画（令和2年（2020年）3月）」の中で、
気候変動が原因でシロザケの生息域が減少したり、スルメイカの分布密度
が低下したりすると予測しています。このように、地球の環境自体が変化
することで、これまでの産業が成り立たなくなったり、大きな変化への対
応が必要となる等、変化に素早く順応することが求められます。

これら4つの危機を回避し、「自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の
損失を止め、反転させる」ネイチャーポジティブ（自然再興）を達成するこ
とが世界共通の認識となっています。

本戦略は生物多様性の取組をとおしてネイチャーポジティブ経済を実現す
ることが重要な目標の一つとなります。そのためには次の図に示すとおり、
ゼロカーボンやサーキュラーエコノミーと生物多様性の保全を連動させ、三
位一体で取り組む必要があります。
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地域戦略策定の経緯
苫小牧市では生物多様性保全に関連する施策として、平成
30(2018)年に苫小牧市総合計画(第6次基本計画)を策定し、
「自然と環境にやさしいまち」を掲げています。また、令和
5(2023)年には苫小牧市第4次環境基本計画～第1期ゼロカーボ
ン推進計画～を改定し、「守ろう！豊かな自然とみんなの未
来」を掲げ様々な取組を実施しています。

本戦略は、単に自然環境を保全するためのものではなく、苫
小牧市の健全な生態系を確保し、自然の恵みを維持回復する
こと、自然資本を守り活かす社会経済活動を推進し、本市の
魅力を高めるとともに、産業と環境が共生する、持続可能な
都市の実現を目指しています。 ６



【苫小牧市のゾーニング】

・樽前山を起点とする「A:樽前山の山地ゾーン」

・樽前山の中腹を主体とする「B:樽前山の山麓ゾーン」

・旧薪炭林や植林地等の北海道版里山環境である「C:山麓と市街地の中間ゾーン」

・自然豊かな湿原や湖沼が分布する「D:ウトナイ湖・勇払原野ゾーン」

・住宅地や工場地帯が続く「E:市街地ゾーン」

・自然の海浜がある「F:自然海岸ゾーン」
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樽前山に源流を持つ河川が複数流れています。
高山植物や、高山性の鳥類等にとって重要な生
息・生育地です。しかし登山利用の増加による、
登山道荒廃や踏圧等のオーバーユースや、コマ
クサ（国内外来種）が繁茂している課題があり
ます。

C ゾーン

針葉樹の植林地と二次林が大部分を占め、自
然林や渓畔林が分布しているほか、トキサタ
マップ湿原等の湿原環境もみられます。ヒグ
マの重要な移動ルートや、クマゲラ等の鳥類
の生息地となっています。

行
動
目
標

現
状

行
動
目
標

A : 樽前山の山地ゾーン

C：山麓と市街地の中間ゾーン

A ゾーン

・登山マナーの啓発や環境教育の実施によって、利用者が貴重な植生や生
きものの価値、登山マナーを理解し負担の少ない登山利用をしています。

・オーバーユース対策として、国や北海道と連携し、観光利用の分散に取
り組みます。

・外来種を「持ち込まない」意識を定着させるために、コマクサの駆除活
動や普及啓発を行います。

・条例（苫小牧市自然環境等と再生可能エネルギー発電事業との調和に関する条例）
を遵守し、地域に適した再生可能エネルギーの導入を行います。

・トキサタマップ湿原の自然再生に向けた取組を推進します。
・生きものの生息地として良好な森林環境を維持するために、市民や企業による活動
コミュニティを形成し、人の利用が見込まれる二次林では草刈り等の適切な管理を
行います。

・農林業被害の軽減に向けて、エゾシカの適切な個体数管理を実施します。
・外来種については、駆除体制の整備と生息・生育状況の継続的な監視を行います。

山地ゾーンからつながる河川が複数流れ、猛
禽類や中大型哺乳類の生息地となっています。

現

状

行
動
目
標

B：樽前山山麓ゾーン

B ゾーン

・自然災害の軽減に努め、生物多様性に配慮
した林業施業を実施します。

・北海道大学苫小牧研究林との連携を強化し、
研究成果の産業への還元や、市民の生涯学
習の場として活用します。

・エゾシカの適切な個体数管理を実施し、植
生への影響を抑制します。

現

状
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D：ウトナイ湖 勇払原野ゾーン

現

状

行
動
目
標

F：自然海岸ゾーン

行
動
目
標

現

状

ウトナイ湖や勇払原野等の湿地や湖沼が点在す
るゾーンです。自生種のハスカップや、鳥類な
どの重要な生息・生育地です。ウトナイ湖では、
野鳥観察や自然散策等、自然観光も盛んに行わ
れています。

F ゾーン

自然海岸の残る沿岸域です。海鳥や森と海を行き来す
るアオバト等の生息地です。市の主要産業である海産
資源の漁場であり、北海道の物流の玄関口でもありま
す。

D ゾーン

・勇払川、美々川、安平川等を含む安平川水系の工業用水が適切に管理・利用される
よう、水質や流量の監視を行います。

・北海道と連携し、美々川再生事業を着実に推進します。
・勇払原野におけるハスカップの生育環境をモニタリングし、生育地の保全に取り組
みます。

・条例（苫小牧市自然環境等と再生可能エネルギー発電事業との調和に関する条例）
に基づき、適切な再生可能エネルギーの導入指導を行います。

・カヌー利用や野鳥観察を含むエコツーリズムにおいては、有資格ガイドによる生物
多様性に配慮したツアーの実施を推進します。

・ウトナイ湖では、専門スタッフによる観察会やガイドツアーを実施します。
・自然共生サイト等の生物多様性に寄与する取組をサポートします。

都市公園や企業緑地が点在する市街地
です。緑地や公園には渡り鳥が訪れま
す。市民の生活の場・物づくり産業の
拠点です。

行
動
目
標

E ：市街地ゾーン

Eゾーン

・企業による取組を通じて、サプライチェーン全体において地場産品の流通を確保し、
市民が環境配慮商品を選択・購入できる環境を整えます。

・自然共生サイト等をはじめとした、生物多様性の向上に寄与する企業活動を推進し
ます。

・苫小牧市美術博物館やウトナイ湖野生鳥獣保護センター等との連携により、専門的
な保全活動や自然情報の発信・集約を行います。

・ヒグマやエゾシカの市街地出没を防ぐために、行動圏・行動パターンの調査を行い、
河畔林の伐採や下草の適切な管理を実施します。

現

状

・自然を活用した防災（Eco-DRR）を取り入れ、海岸浸食への対策を講じます。
・市民は自然負荷の少ないマリンスポーツや散歩等の海岸利用を通じて、海の生態系
サービスを十分に享受しています。

・ホッキガイをはじめとする水産業において、生物多様性に配慮し、持続可能な漁業
を行います。

・港湾での積荷管理を徹底し、市域および北海道内への外来種の侵入を防止します。９
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